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はじめに
鹿児島市はオーストラリアのパースとの間に姉妹都市協定を結んでいる。その縁で鹿児島国
際大学は同市にあるエデイスカーワン大学と協定を結んでいる。両校は協定により教員交換制
度を設置しており，その制度に基づき２月20日より３月９日の日程で筆者はエディスカーワン
大学を訪問した。滞在中に同大学をはじめ他の言語教育関係機関も訪問した。この報告書は６
月22日に開かれた帰国報告会の資料を基にそれ以外の資料も加えたものである。
1．派遣の目的
①日本語教育事情を調査すること
②オーストラリアの言語事情を調査すること
2．日程
日数 日程 曜日 内容
１ ２月20日 木 福岡発（１０：００）→シンガポール→パース蒜（００：５５）
２ ２月21日 金 市内見学，研究準備
３ ２月22日 土 JapanFesta見学（日本関係者に挨拶）
４ ２月23日 日 研究準備
５ ２月24日 月 授業見学開始（蒲田かおり先生の授業を見学）
６ ２月25日 火 授業見学（岩崎順子先生の授業を見学）
７ ２月26日 水 授業見学（岩崎順子先生の授業を見学）
８ ２月27日 木 授業見学（パップ朗子先生の授業を見学）
９ ２月28日 金 発表準備
１０ ３月１日 土 補習校見学（授業は神戸センターの教室を使用）
１ ３月２日 日 資料の整理
キーワード：日本語教育．オーストラリア，カリキュラム．第二言語教育．日本文化
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3．オーストラリアの外国語教育政策
オーストラリアでは，Ｉ|本語学習者のほとんどが初等・中等教育段階に集'|Ｉしている（全体
の約95％)。オーストラリアにおける初等・中等教育は各州政府の所椿で，それぞれが独自の
カリキュラムを設定しているため外国語教育の取組形態や規模には州ごとに差異が見られるも
のの，全体的に日本語学習は活発である。
この背紫としては，LOTＥ教育の振興を図る各種教育政策に加えて，1994年に導入された
｢オー ストラリアの学校におけるアジア語・アジア学習推進計ilIii」（ＮＡＬSAS:NationalAsian
LanguagesandStudiesinAustralianSchoolsProgram）の存在も挙げられる。同計画は，学
習優先度の商いアジア言語として，中倒語・'1本語・インドネシア語・韓国語の４言詔を指定
し，当該４言語の教育を1996年から全国の初等教育に導入するととともに，2006年までに３年
生から１０年生（日本の高校１年生に相当）までの全ての生徒の60％と12年生（11本の尚校３年
生に相当）の15％が当該言語のひとつを学習していることを目標とした。（国際交流基金より）
4．日本語教育事情
4.1学校数
2012年度日本語教育機関調査結果
???
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２０１２年度日本語教育機関調査結果学習者数グラフ
(縦)2012年度日本語教育機関調査は,2012年７月～2013年３〃に国際交流基金が実施した調査です。また，
洲禿対象となった機関のIllから，’''1答のあった機関の結果を取りまとめたものです。そのため．当ペー
ジの文中の数値とは異なる場合があります
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盗料の整理，博物館，美術館へ行く
発表準備
研究発表．授業見学（岩崎順子先生の授業を見学）
セリーヌ先生と而談領郡公邸を訪問
授業見蛾（岩崎順子先生の授業を兇学)，WATESOLに出MIj
パー ス発→シンガポー ル蒲（２２：４５）シンガポー ル発（０１：１０）
稲岡薪（8:１０）
機関数
1,401
教師数
2.685
学習者数
初等教育
172,464
58.1％
Il1等教育
112,302
37.9％
高等教育
9.682
3.3％
学校教育以外
2,224
0.7％
合計
296,672
１００％
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4.2教科書
高等教育向けにオー ストラリアで刊行された教科書として，1976年にAnthonyAlfbnso他
によって作成された（後，改訂が数度行われた）コー ス教材「AlfbnsoJapanese,Ｂｏｏｋ１，２，３」
(CurriculumDevelopmentCentre）があるが．現在ではほとんど使われていない。近年では，
｢初級日本語げんき．１，２』坂野永理ほか（ジャパンタイムズ）や「YookosoUYasu-hiko
Tohsaku（McGraw-Hill）を採用している大学が比較的多い状況である。教材選択は教師独自
の裁量に任されている場合が多い。小説，新聞記事，ウェブサイトからの生教材も多く使われ
ている。（国際交流基金より）
5．工ディスカーワン大学の日本語教育
日本語の専任講師１人と非常勤講師２人が日本語教育に携わっている。海外での日本語教育
であるため日本の大学における一般的な日本語教育の形と多少異なるところがあった。以下，
比較をする。
5.1事務上の手続き等における媒介語の存在
同大学の授業は初歩の段階では媒介語（英語）がかなり使用される。まず，ウェブサイトでの
日本語関係資料はすべて英語である。これは日本における外国語教育にあたる英語教育の場合
と同様である。したがって大学のカリキュラム等の説明は入門クラスではすべて英語であった。
しかしながら，異なるのは日本においてはかなり初期の段階以外はシラバスも媒介語を使用
せず日本語のみで書いてあることが多い。というのも，日本における日本語学習者はいくつも
の異なる言語使用者でクラスが構成されているので多少日本語が理解できる段階になったら日
本語での説明になることが多い。母語による説明は，日本語学習者にとってカリキュラムを十
分理解する機会が得られることを意味している。心構えを始め日本語教育のあらゆる点におい
て，理解度が高く，安心して授業を受けることができると言えよう。
その点，日本国内での日本語教育においては媒介語を考えた場合，学習者の母語を使用しよ
う思うと，とても対応ができない。せいぜい２～３か国語で，しかも１人の教師が対応できる
のはもっと少ない。最も多くの学習者が理解できるのが英語であるが，個人により理解度に差
がでるため，頻繁に使用することができない。この点を考えると英語圏での日本語学習は重要
事項の確認が母語でなされるため，学習の初期段階において，理解という点では利点があると
言えよう。
もちろん，日本では媒介語は使用しなくても，翻訳等の補助教材の活用や直接法を工夫する
ことにより学習者にとって分かりやすく，しかも後の日本語使用を円滑に進められるようにし
ている。
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5.2教科書
、烏-蛾
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日本語の教科書「ようこそＩ
5.3時間割りのカリキュラム
ェデイスカーワン大学の11本語クラスの時間割は以下の通りである。
載する。
カリキュラムも一部褐
5.4カリキュラムの内容
掲載したシラバスは入lIilを終えたクラスのものである。授業の概要がｉＩｉ:かれており，到達目
標も詳しく､非かれている。「観光」をテーマとしている。ヨーロッパで開発された「ヨーロッ
パフレームワーク」という喬語に関する統一カリキュラムを基準にしている。このクラスを修
了したらレベルはＢｌからＢ'十のレベルになると記載されている。「ヨーロッパフレームワー
ク」は外陛I語学習の際，稗熱度を統一の韮堆でＭろうという試みで作成されたもので，多くの
国の言語教育で使用されている。評価の基準も記載されていて．平常点が60％・定期試験が
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40％の割合で評価されるとのことである。参考にした教科番やウェブサイトの盗料のリストも
戦せられている。また，障碍者への配慮を龍った法律に関する記述や禁止されている行為等も
掲赦されている。つまり，カンニングだけでなく，他人の論文等からの盗用や他の授業で提出
した資料の提出も禁止されている。授業内容の具体的な内容を示したものには，学期中に出さ
れる宿迩のリストが載っている。
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No
JLS1275‐Japanese(JapaneseCustomsandIdioms)or
JLS3412‐Japanese(Advanced２）
On-campus
Thisve庵ionOftheunitwillbeofferedf｢oml-Jul-2013
DESCRIPTION
Utilisingtheme-basedandtask-basedapproaches,thisJapaneselanguageunitaimsat
deveIopingthefourIanguageskiIIsinanintegratedwaywithinthecontextof‘TraveIand
Trade'・JapanisoneofthemostpopulardestinationsfO｢touristsincIudingAustraIians,andvice
ve｢saJapanese-AustraliantradehasbeenakeypriOrityfO『bothcountriesfOrmanyyea｢s､The
unitwiIlfOcusonselectedissuesreIatingtoJapanese‘TravelandTrade'fromAust｢alian
perspectivesthroughthestudyofacademictexts,magazines,newspapersmTVprograms
andﾉorsignificantintemetsites．
ＬＥＡＲＮＩＮＧＯＵＴＣＯＭＥＳ
ＯｎｓｕｃｃｅｓｓｆＵｌcompletionofthisunit,studentsshouldbeableto：
ousetheJapaneselanguagewithalevelofskiIlequivalenttotheCommonEuropean
Framewo｢kofReferenceforLanguages:LeveIB1toB1＋fOrunde庵tanding(listening
ａｎｄ｢eading),speaking(interactionandp『oduction),andwriting；
・ｃｏｍｐ『ehendwrittenandspokentextsonawidevarietyoftopicsonthethemeoftravel
andt尼debetweenJapanandAustralia；
・expressthemseIvesusingspeciaIisedvocabuIa『ｙｐｅ｢tainingtothethemeoftraveland
trade；
・expandtheiruseofkanjibyanadditiOnal80characte｢sthatrelatetothethemeoftravｅＩ
ａｎｄｔ『ade;ａｎｄ
・interprettraveIandtraderelatednumericaIdatainJapanese．
ＵＮｌＴＣＯＮＴＥＮＴ
１．Japanesegeography、
２．Tourism、
３．TradepattemsbetweenJapanandAustraIia
４．VariationsbetweenwrittenandoraIJapaneseinthethemeoftraveIandtrade、
５．SpeciaIisedvocabula『y‘ｇ『ａｍｍａｒａｎｄｓｔ｢ucturereIatedtotravelandtrade、
６．CuIturaIaspectsintheJapanesemarketplace．
ＴＥＡＣＨｌＮＧＡＮＤＬＥＡＲＮＩＮＧＰＲＯＣＥＳＳＥＳ
・Seminar‐speakingﾉIistening/reading/Writingpractice．
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On-CampusAssessmenfVaﾉｕｅ
Ａｐｏ『tfbIioofsequentialassessment60％
tasks(w｢itten,auraIandoraI)that
incIudein-cIasstests
FinaIexamination ４０％
Groupwork:prOject-based・
Jointwo『kshopwithnativespeakersfromapa『tnerJapaneseuniversity(subjectto
avaiIabiIity)．
??
ＧＲＡＤＵＡＴＥＡＴＴＲＩＢＵＴＥＳ
ＴｈｅｆｏＩｌｏｗｉｎｇgraduateattributeswiIIbedeveIopedinthisunit：
・Abilitytocommunicate．
・Abilitytowo｢kinteams．
。Abilitytogenerateideas．
。CrosscuIturalandintemationaloutlook，
ＡＳＳＥＳＳＭＥＮＴ
ＧｒａｄｉｎｇＳｃｈｅｍａｌ
Studentspleasenote:Themarksandgradesreceivedbystudentsonassessmentsmaybe
subjecttofUrthermode『ation・Allmarksandgradesa『BtobeconsideredprOvisionaluntil
endorsedbytherelevantBoa『dofExaminers．
ＴｏｂｅｂａｓｅｄｏｎｔｈｅＣｏｍｍｏｎＥｕ｢opeanF｢amewo｢kofRefe『encelbrLanguages-LevelB1-
>B1＋forUnde庵tanding(Listening,Reading),Speakin9(lnteraction＋Production),writing．
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Perfbrmance
Examination
ＳＩＧＮＩＦＩＣＡＮＴＲＥＦＥＲＥＮＣＥＳ
Ａｒａｉ,Ｒ､etaI.(1991).Teemabetsuchuukuuka眉manabunjhonngo､Tokyo:Kenkyusha
Beuckmann,Ｆ・etaI.(2006).MhongoNamachUkeﾊJapa"ese'Live"2.Tokyo:Kuroshio
Shuppan・
Kamada,０.etaI.(2001).Ａｕthen"CJapa"ese:Ｐｍｇ尼ssjngjhomjnねrmediaわわadvanced
TokyaTheJapanTimes、
Koyama,Ｓ・(2002).Jbfjdgeわjntem7edia伯Japanese､Tokyo:Bonjinsha
Makino,Ｓ・(1995).Ａｄ１℃加､aﾉyofjhfem7edVaIeJapa"eseg眉mma尻Tokyo:TheJapanTimes・
Makino,Ｓ､,＆Tsutsui,Ｍ､(1989).ＡｄｉＣ伽ｎａﾉyofbasjcJapaneSeg眉mma雁Tokyo:TheJapan
Times・
Oka,Ｍ,(1998).Rapid尼adihgJapanese・Tokyo:TheJapanTimes・
Sato,Metal.(1997).Mhongosakubunnohouhou・Tokyo:DaiSanShogou・
Yamauchi,Ｈ､(2000).ＲＯｕｍＰＵ尼ideManabuChuukyuuka値Jyokyuue"oMho"go,Tokyo：
ＡＬＣ．
ＪＯＵＲＮＡＬＳ
ＭｈｏｎｇｏＪＯｕｍａｌＴｏｋｙａＡＬＣＰ『ess．
Ｈ脂-9a"a71imes,Tokyo:Ｙ・Ａ.Ｃ・PIanningInc，
ＷＥＢＳｌＴＥＳ
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http:ﾉﾉwww・cssemonash・edu・auﾉb,１Wb/cgi-binﾉWwWjdic､cgi?1C
http:"www・yahoo・ＣＯ､jp
http:"ｗｗｗ・asahi,com
http:"www.nhk.or､jpノ
DisabiIiwStandardsfOrEducatiｏｎ(Commonwealth2005）
ForthepurposesofcOnsideringarequestfOrReasOnabIeAdjustmentsundertheDisability
Standa『dsfOrEducation(CommonweaIth2005),inherentrequi幅mentsfOrthissubjectare
articulatedintheUnitDescription,LearningOutcomes,Ｇ｢aduateAttributesandAssessment
RequirementsofthisenWy､TheUniversityisdedicatedtoprovidesupporttothosewithspecial
｢equi｢ements､Funherdetailsonthesuppo『tfbrstudentswithdisabilitiesormedicalconditions
canbefoundattheStudentEquity,DiversityandDisabiIityServicewebsite：
http:"intranet､ecu,edu・au/studentﾉsuppo｢t/Student-equi
AcademicMisconduct
EdithCowanUniversityhasfirmrulesgovemingacademicmisconductandtherea『e
substantiaIpenaItiesthatcanbeappIiedtostudentswhoa『efOundinb｢eachoftheserules、
Academicmisconductincludes,butisnotIimitedto：
・pIagiarism；
ounauthorisedcoIlaboration；
・cheatinginexaminations；
otheftOfOtherstudentsIwo｢k、
AdditionaIIy‘anymateriaIsubmittedfbrassessmentpurposesmustbeworkthathasnotbeen
submittedpreviousIy,byanyperson,fbranyotherunitatECUorelsewhere．
TheECUruIesandpoliciesgovemingailacademicactivities,incIudingmisconduct,ｃａｎbe
accessedthroughtheECUwebsite．
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JLS2386/3487Japanese(TravelandTrade)PrQject
｢そうだ日本、行こう／_ノキャンペーン
辻ってＩＤ
設定（Sctting）
壱歪王室デ
;謹議鐙
せいふかんこう
あなたは日本政府観光局の「そうだ日本、行こう」というキャンベーーン・コンクーールに、友達二
Ｌ,かつヒニうし吟つじ＆う
人と出場することにしました。出溺できるのは日本語ができるﾀﾄ国人で、日本へもっとたく
さん旅行者をよぶためにキャンペーンビデオやバワーボイントを作ります。そして、このコンク
１２つびょう
一ルで、作ったビデオを見せたり、パワー-ポイントで発表をしたりして、ユニークなテーマの
Ｌようかいせつが、
日本のパッケーージツアーを紹介します。ほかのツアーーと違う点を説明して、見る人をひきつけ
ｕつびzぅ
るようなインパクトのある発表をしましょう。
Youareenteringamultimediacompetitioncalled‘‘I，vegotanidea-Japan1Let'ｓｇｏｒ，、Youdecideto
entertogetherwithtwoofyourfifiends・EntrantsaregroupseachconsistingofthreeJapanesespeaking
fbreig､ers・TheywillmakeacampaignvideooraPPTslideshowaboutthepackagetourwithaunique
themethatcanattractmoretouriststoJapanfiromoverseas・Onthecompetitionday,youthreewill
prescntthevideoorPPTslideswhileexplainingtoaudiencedifmerencesbetweenotherpackagetoursand
yours:usingsomehigh-impactpresentation/speakingtechniques．
胆うⅨう
方法（Mcthod）
（１）グルー プの作り方
Youwillfbrma厚oupoftl江ee(oneJLS3487andtwoJLS2386students)．Youmustincludeolleortwo
twostudentswhohavebeentoJapanbefbre・ThosestudentswhohavebeentoJapancanusethephotos
orvideosthattheytookbutmustsharewithotherstudentsinhis/hergoupTheymustalSoincludethe
placeswhichtheyhavenotbeentoinJapan．
(2)ビデオやパワーポイントに入れるもの(Whatshouldbeincludedinthevideo/PPTslide）
も《て＆いみくわにってい』.うけ'、し0（陰くさ３かん二うル･つどう鞍いよう
その旅行の目的／毒味(JLS3487)、詳しい日程、旅行先の風景や宿泊先、観光の活動内蓉，ほか
３sかんそうばんせい
のツアーと違う点、その旅行先の患想、旅行の反省
Thepulposeandmeaning(JLS3487)ofthetour,detailedschedule,scenelryandaccommodationimages，
touractivities,di錘rentaspectsofthetourfmmotherpackagetours,yourimpression(s)aboutthe
destinationsandref1ectiononthetour-
(3)length：９－１５ｍinsintotal
lnthecaseofavideopresentation,ashorttalkbefbreandafterthevideoscreeningisnecessary・
ForaPPTslideshow,presentersaretalkingwhileshowingtheirslides．
使うもの／必要なもの（Thingsyouuseandneed）
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6．研究発表
教典派遣の取り決めとして研究発表をすることになっていた。標準語と方言の歴史について
日本語と英語の場合を取り上げ，発表の中で沖縄やその他の地方にあった方言札について問題
提起を行い，オーストラリアの方言状況や第２言語に関する問題等について話し合った。発表
は教貝が定期的に行っている学内の昼食時間を利用した発表会で行われた。そのお知らせを下
に載せる。
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日本人学校及び補習授業校の見学もできた。現在パースはオーストラリアでも大きな都市に
なっていて，海外勤務のⅡ本人も多い。従って，’二l本人子弟に対する日本人学校や補習授業枝
7．パースにおける母語としての日本語教育（国語教育）
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もある。1.1本人学校は日程の都合もあり，訪問できなかったが，補習授業校へは行くことがで
きた。エディスカー ワン大学で見学させていただいた蒲111先生が補習授業校でも教鞭をとられ
ていたので，見学させてくださった。日本の小学校の補習授業校であるので教材は日本で使用
されている教科評が使用されていた。
1ｋ%
海外協定佼オーストラリアエデイスカーワン大準への教L』派遣報袴
オーストラリア訪問の｢|的の一つに言語事情の訓査があった。外国語教育と母語教育はまっ
たく異なる分野だと思われていることもあるが，実は重なる部分もある。それは．親の転勤と
ともに海外に行った児童生徒が直而する問題にも関係している。彼らの現地での学習には２つ
の選択肢があり，１つは現地の学校に通って現地語で学習するか，あるいは日本人学校に入っ
て日本語で学習するかである。しかしながら，日本人学校はどこにでも有るとは限らず，有っ
たとしても必ずしも希望に沿うとは限らない。従って‘海外に住む多くの児童生徒は現地の学
校に通うことになる。その場合，彼らの学習は現地の母語教育あるいは第２言語教育の政策に
大いに影響される。１１本人がパースに住んだ場合，まず1-1本人挙校に行くか，現地の学校へ行
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補習学校 西オーストラリア州兵庫センター
兵庫センターの図書コーナー
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8．オーストラリアの第２言語教育事情（英語教育）
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患くかの選択がある。前者の場合は日本人学校へ，後者の場合はまず平Ｈは近隣の学校に行き土
曜Ｈは補講授業校に行くこともできる。近隣の学校の場合‘能２言語教育が充実しているとこ
ろとそうでないところがあるので，本人の学力に合った学校を選んで通うことも考えらえる。
以下の写真は西オーストラリアの第２言語教育を拠っている政府教育省を訪問したときのも
のである。英語教育の担当者や日本語教育担当者もその建物で耐働いている。資料室はパースの
教典が授業のため借りることのできる盗料を保管している。帰国前日，ちょうど西オーストラ
リアにおける英語教育学会の定例会が開催されたため，会に出席することにした。その会にお
いて，第２言語としての英語教育の専門家であるパッツイーさんとｎ本語教育の藤本さんに話
を聞くことができた。藤本さんは後で述べるジャパンフェスタで最初に出会った。パッツイー
さんからは英語教育とアボリジニー文化の関係に関する話も伺えた。オーストラリアではアボ
リジニーに影響された英語を「第２方言としての英語」と呼んでいる。通常，ある国の言語は
標準語とその方言として表現されるのであるが，オーストラリアの場合は目標とされる標準英
語も方言として捉えているのである。しかも，標準英語も一つではない。位相により複数存在
しているが詳細は別の機会に譲る。
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灘
脚際文化学部論集節１５巻第２･り。（2014年９ｊｊ）
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西オーストラリア政府教育省の建物 資料室
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第２言語の専門家と ＷＡＴＳＯＬのメンバー
9．学習環境
9.1大学内
６．に掲赦した11本語の授業の行われている建物のみならず学校の建物は通路が広く，熱が
こもらないようになっている。これまでのパースの雌尚気澗il記録が46.2度，９月から５Ⅱまで
の最商気温記録が32度を超え，日本では猛砦Ⅱにあたる35度以上に達した記録のあるｊｊが１０川
から４月までの７か月もあるにも関わらず，平均最商気温は31.3度であることから，年により
温度の変動が大きいようである。参考までに鹿児島の場合．簸尚温度の月平均が９月で310で
あるので数字的には大差がないのであるが．内容的には大きく異なり．オーストラリアの場合
は１Ｆ|，また年によっても温度差が大変激しいため，統計的には低い数字になっている。訪問
した期間は連日高温で岐商気祇が35度に達するＨ々が続いたが，乾燥していることもあり，崖
内では思ったよりしのぎやすかった。その理111の一つは建物の庇を広くし，大きな影を作って
いることにもある。また，睦内では冷房も快適な温度（時には寒いぐらいの柵度）に設定され
ているため，学習にも集中できる環境にある。
オーストラリア政府気象庁
ｌｊ ２月 ３月 ４月 ５〃 ６Ⅱ ７月 ８月 ９月 １０月 1１月 １２月 年
最商気温記録 45.8 46.2 42.4 37.6 34.3 28.1 26.3 27.8 32.7 38.1 40.3 442 46.2
平均岐商気洲Iｉ 42.9 44.5 42.4 37.3 34.3 26.2 25.8 ､２ 30.7 37.2 40.3 44.2 44.5
鹿児島日最高気温の月平均値（℃）
1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 11月 12月 年
,ド均雌商気iＭＣ 12.5 149 19.6 21.5 26.2 27.7 33.8 34.7 30.9 26.8 19.2 13.8 21.1
1４７
阿際文化学部論集鋪15巻第２号（2014年９月）
大学の風景
9.2学外
パー ス市は現在発展を続けていて，「World'sPopLllationView」によると現在では200万人
に達していると見られている。経済的にも豊かで．自然の面でも過ごしやすいことがそ理由の
一つにあげられる。’1本と比較すると商温になる日はあるが,上述のように屋内に入ると過ご
しやすく，冬も温暖であるため日本からの移住者も多い。従って，転勤者のみでなく移住者の
家族等が多いことから継承語としてのI|本語に興味を持つ学生も存在する。
７でも取り上げたが，日本語の補習授業枝は｢1本人学校で授業を行っていた。転勤でパース
に来ている日本人の子弟が現地の学校に通いながら土曜日に日本語を学習しているのだ。交通
の便が良いとは言えないのが難点であるが．’１本人学校では｢|本語のみならずその他の学習も
できるため，帰国後に困らないようになっている。このような施設があるのが，都市で葬らす
利点である。１階には兵庫センターが開設され，日本語学習には良い環境であった。写其にも
あるように，兵庫センターには図,lfのコーナーもあり，３月だったので和議にはひな域があり，
海外にいても日本文化を享受することができる。
このように｢I本人が多くＨ本語を学習する機会が多いパースで，もう一つ日本文化の機運を
盛り上げているのがI|本関係者による11本関係のイベントである。筆者のパース到着の翌日に
JapanFesta（ジャパンフェスタ）が開催された。日本領事館や兵庫センター等が中心となり
日本料理，［1本の音楽，踊りの場を提供している。若い男女が浴衣を自'11に若こなし，創作浴
衣も販売されていた。若者の日本文化への関心は将来の日本語教育に良い影響がある。
この祭りでは筆者にとっても実り多いもので，前述の藤本さんや領事の坂本さんにもお会い
することができ，その後征郡の公邸で開催されＡＬＴ（文部省の募集する英語補助教典）の帰
国報告会に招待された。日本での充実した日々の報告があった。
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最新の浴衣 ハッピ姿の青年
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浴衣を来た若者
β里
ｉｊｌ
隆皇
娼静〆
浴衣を来た女の子
??
????????
海外協定校オーストラリアエデイスカーワン大学への教典派造報楕
●pｰｅロー
_::二5-雪gき:ニ
ウー●一一▼一一凸９Ｆロ●ーpｰ■
冒啓
Ｆ匡索
－－●戸
岬
雪ﾏ中
審 刃
11
１０．まとめ
岩崎先生と藤本さん 兵庫県のスタッフ
ホームページ
気象庁（鹿児島側岐商気流の月平均値）
http://www,datajmagojp/obd/stats/etm/view/monthly-s3､php?prec-no=88＆blockno=47827＆year＝
＆month＝＆day＝＆elm＝momhly＆view=a2
Weatherzone（オー ストラリアの気象庁のデー タ）０１４
http://www､weatherzonecom､au/Climate/slatiolljsp?1t=site＆lc=9225
Worldspopulationview（枇界の人口デー タ）
http://worldpopulationreview､com/world､cities/perth-populalion／
TheJapaneseSchoolinPerth（パー ス日本人学校のホー ムペー ジ）
http://wwwjapaneseschoolwa・edu・au／
TheWeekendJapaneseSchoolmPerth（パー ス補習授業校）
http://www・wjsperthorg／
今IIilの教員派世では様々な活動をすることができ，大変有意義であった。この経験を今後の
研究及び教育に逆元するつもりである。
派造を無事終えることができたのには多くの方にお世話になった。ここに，感謝の意を表す。
参考文献
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国際文化学部論難節15巻第２号（20Ｍ年９月）
資料
LUmcMme
Semiinar
S趣"伽j‘ziIa電"ageα湿迂sひ”iatio"ｓ‐
c"ＳＧＳ加耐p”ese”〃Ｅ噸"sﾉＩ
Abstract：
Ｓｏｍｅ亡ommonfeaIu顕sanddiffErencesbetwGen
IheJapaneseandlheEnglishlan8ua8eswilIbe
Gxplo鍵dinlhispresentalion・Ascommonfeatures，
bothIanguageshavebeengneaUyinfluencedby
olherlanguages:Fmend',inlhecasGofEnglish，
alldChineseinthecaseof〕apanese､Englishand
JapaneSespellingandwritingsystemSarevery
di砿culMoleam,ａｎｄlhevalsohEweaIarge
vocabuIarybecauSeof1hGinRuencebytheSGothG1．
lim8ua8Gs．
DiffGrencesbetweenJapaneseandEn81ishinclude
theobservaiionthatthe〕apaneselangua8eisused
onIyinJapan,whe唾asEngIishisusedinmany
counLries1oday6AsawhoIeEn81ishhasfew
variationscomparEdtoJapanese･Inthiscenlur)４
inacomparalivelyIargean2ainJapan,peopleare
fluentinboths1andardJapanGsGandlocal
varialions．
２
５Ｍａｒｃｈ２０１４
１ ．３０tol20pm
BuildinglO,ｒｏｏｍ３０８
InthePreSeI11alion,inaddilionloiheabove
compara【ivGanalysis,thehistoryofIhe
deveIopmenlofmodem5iandardizedJapaneseis
introduced,andtheaudiencewiubeencoura8ed
lopaI･(icipateinadiscussionofhowa(s(andard）
lan8uageismade・
Bio：
BominOkinawaJapan,shelivedlheIEunlilshe
enleredthelbkyoUnive応i(yofForeignSludies・
AfleroblaininganMA(linguislics)from(he
UnivQrSi(yofMichigan,ShGbeganworkin8asa
Japaneselanguage(eache瞳Curr巳niIysheis
leaChingatTheIntemalionalUnive応i(yof
Ka8oshima,IocatedinKagoshima,JapanJn
addi(ion1omeseardlingtheEnglishlanguage,her
currentresearchthemesincludGlhesIudvof
づ
langua8esiluationsandobservationsonlGamers
ofJapaneseinvariouscounhrieS,andsurveyson
lhGneedsof]apaneselanguageleamers‘
Lightsnacksandrefreshmentsprovided
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